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1 は じ め に
富 山 大学の 学部 に お け る 教養教育 は ， 2005 年 に 富 山 大学 (五福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (杉
谷 キ ャ ン パ ス ) お よ び高 岡短期大学 (高 岡 キ ャ ン パ ス ) を 再編 ・ 統合 し て か ら も ， 旧実施体制 を 引 き 継
い だ カ リ キ ュ ラ ム に よ り キ ャ ン パ ス ご と に 実施 し て い る 。 本稿で は， 五福 キ ャ ン パ ス で実施 さ れ て い る
教養教育 「 日 本語J I 日 本事情」 に つ い て 報告す る 。
五福 キ ャ ン パ ス の 教養教育 で は ， 外 国語科 目 と し て 「 日 本語 AJ I 日 本語 BJ を ， 総合科 目 と し て 「 日
本事情 IJ I 日 本事情 ll J I 日 本事情 ill J を 開講 し て い る 。 以 下 に ， 2011 年度 の 教養教育 「 日 本語J I 日
本事情」 の 実施状況 に つ い て述べ る 。
2 r 日 本語」
「 日 本語 AJ は 学部正規留学生 l 年生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 AlJ を ， 後学期 に 「 日
本語 A2J を 開講 し て い る 。 「 日 本語 BJ は， 2 年生以上の 学部正規留学生 と 各学部か ら 受講 申 請願 い
の 出 さ れ た 聴講生， 科 目 等履修生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 B3J を ， 後学期 に 「 日 本語
B4J を 開講 し て い る 。
授業で は 中 ・ 上級用 の 日 本語教材， 視聴覚教材， 新聞 や雑誌 の 記事を使 っ て ， 四技能 (聞 く ， 話す， 読む，
書 く ) の 面でバ ラ ン ス の と れ た 日 本語能力 の 養成 と ， 大学で の 学習 や 研究活動 に 十分 な 日 本語能力 の 養
成 を 目 的 と し て い る 。 主 に 文法 ・ 作文 中心の授業 と 読解 ・ 聴解中心 の 授業が あ る 。
2 .  1 20 1 1 年度の実施状況
前学期 は ， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 人開発達科学部 ・ 経済学部 ・ 芸術文化学部対象) の 「 日 本語 AlJ
を 火 曜 日 3 時限 と 金 曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 AlJ を 火
曜 日 3 時限 と 金曜 日 2 時限 に 各 1 コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た 。 「 日 本語 B3J は ， 主 に 経済学部 の 留学生
を 対象 と し て 火曜 日 3 時限 に l コ マ 主 に 人文学部 の 留学生 を対象 と し て 火 曜 日 4 時限 に 1 コ マ ， 全学
部留学生 を 対象 と し て水 曜 日 4 時限 に l コ マ ， 主 に 工学部 の留学生 を 対象 と し て金曜 日 2 時限 に l コ マ ，
合計 4 コ マ 開講 し た。
後学期 は ， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 人開発達科学部 ・ 経済学部 ・ 芸術文化学部対象) の 「 日 本語 A2J
を 火 曜 日 3 時 限 と 金 曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 A2J を 火
曜 日 3 時限 と 金曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た。 「 日 本語 B4J は ， 主 に 経済学部 の 留学生
を 対象 と し て 火 曜 日 3 時限 に 1 コ マ ， 全学部留学生を 対象 と し て 火曜 日 l 時限 と 水 曜 日 4 時 限 に 各 1 コ
マ ， 合計 3 コ マ 開講 し た。
2 . 2  授業科 目 及び授業担当者
前学期 は， I 日 本語 AlJ を 留学生 セ ン タ ー専任教員 4 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治)
が担当 し ， I 日 本語 B3J を 学部留学生専門教育教員 3 人 (人文学部 ; 山 崎 け い子， 経済学部 ; 村上剣十
郎 ， 工学部 ; 宮武滝太) 及 び非常勤講師 1 人 (横掘慶子) が担当 し た。
後学期 は， I 日 本語 A2J を セ ン タ ー 専任教員 2 人 (後藤寛樹， 副 島健治) ， 人文学部留学生専門教育
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教員 1 人 ( 山 崎 け し 、子) ， 水質保全セ ン タ ー専任教員 l 人 (宮武滝太) が担当 し . r 日 本語 B4J を セ ン タ ー
専任教員 1 人 (演 田美和) ， 経済学部留学生専門教育教員 1 人 (村上剣十郎) 及 び非常勤講師 l 人 (横
掘慶子) が担当 し た。
2 . 3 受講者
前学期 の 受講者は， r 日 本語 AlJ が 37 人で あ り ， r 日 本語 B3J が火曜 日 3 時限 に l 人， 火曜 日 4 時
限 に 5 人 ， 水曜 日 4 時限に 9 人， 金 曜 日 2 時限 に O 人 で あ っ た。
所属別 の 内訳 は， r 日 本語 AlJ が人文学部 l 年生 6 人， 人開発達科学部 l 年生 2 人， 経済学部 1 年
生 5 人， 工学部 l 年生 22 人， 芸術文化学部 1 年生 2 人で あ り ， 火曜 日 3 時限の 「 日 本語 B3J が工学部
2 年生 l 人 で あ り ， 火曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B3J が人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 1 人
で あ り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が芸術文化学部 1 年生 3 人， 人文学部聴講生 4 人， 人文学部科
目 等履修生 2 人で あ る 。
国 ・ 地域別 の 内訳は， r 日 本語 AlJ が 中 国 21 人， マ レ ー シ ア 10 人， ベ ト ナ ム 5 人， 韓国 1 人で あ り ，
火曜 日 3 時限の 「 日 本語 B3J が 中 国 1 人で あ り ， 火曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が 中国 4 人， ロ シ ア l
人で あ り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が 中 国 7 人， マ レ ー シ ア 1 人， ロ シ ア 1 人で あ る 。
後学期 の受講者 は， r 日 本語 A2J が 35 人 で あ り ， r 日 本語 B4J が火曜 日 3 時限 に 0 人， 火曜 日 l 時
限 に 4 人， 水曜 日 4 時限 に 5 人で あ っ た。
所属別 の 内訳 は， r 日 本語 A2J が人文学部 6 人， 人間発達科学部 l 年生 2 人， 経済学部 5 人， 工学
部 22 人で あ り ， 火曜 日 l 時限の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 2 人， 人間発達科学部聴講生 2 人で あ
り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 l 人で あ る 。
ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は， r 日 本語 A2J が 中 国 19 人， マ レ ー シ ア 10 人， 韓国 l 人， ベ ト ナ ム 5
人 で あ り ， 火曜 日 1 時限 の 「 日 本語 B4J が 中 国 2 人， 韓国 2 人で あ り ， 水 曜 日 4 時限の 「 日 本語 B4J
が 中 国 2 人， 韓国 3 人で あ る 。
3 r 日 本事情J
「 日 本事情」 は 学部正規留学生 を対象 と し た 科 目 で， 1 年生後学期 (第 2 期) に 「 日 本事情 IJ を，
2 年生前学期 (第 3 期) に 「 日 本事情 ll J を， 2 年生後学期 (第 4 期) に 「 日 本事情 皿」 を 開講 し て い
る 。 3 科 目 と も ， 留学生セ ン タ ー の専任教員 が コ ー デ ィ ネ ー ト し て い る 。
「 日 本事情 IJ で は， 日 本 の 文化や芸術 に つ い て の理解 を 深 め る と と も に ， 母国 の 文化 を 客観的 に 見
る 目 を養 う こ と ， r 日 本事情 ll J で は， 日 本の 自 然， 産業， 社会， 文化等 に つ い て の理解を深め， 日 本
と 母国 と の 比較がで き る よ う に な る こ と ， r 日 本事情 III J で は ， 日 本 と い う 「異文化」 を理解 し ， 異文
化への対処の仕方を身 に つ け， さ ら に 「異文化」 を通 し て 自文化への理解を深め る こ と を 目 標 と し て い る 。
3 . 1 201 1 年度の実施状況
201 1 年度前学期 は ， r 日 本事情 ll J を木曜 日 2 時限 に ， 後学期 は， r 日 本事情 IJ を火曜 日 5 時限 に ， r 日
本事情III J を木曜 日 5 時限 に 開講 し た。
201 1 年度 に 2 年生 と な っ た 学生 は， 前学期 開講の 「 日 本事情 ll J と 後学期 開講の 「 日 本事情 III J を
受 け る こ と に な る 。 ま た ， 1 年生 は 後学期間講の 「 日 本事情 IJ を初めて受 け る こ と に な る 。
3 . 2  受講者
「 日 本事情 IJ の受講者は 47 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は， 人文学部 1 年生 6 人， 人間発達科学部 l
年生 2 人， 経済学部 1 年生 5 人， 工学部 1 年生 22 人， 工学部 3 年生 2 人， 人文学部聴講生 5 人， 人文
学部科 目 等履修生 3 人， 人開発達科学部聴講生 2 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は， 中 国 21 人，
つ白円。
マ レ ー シ ア 12 人， 韓国 6 人， ベ ト ナ ム 5 人， ロ シ ア 3 人 で あ る 。
「 日 本事情 II J の 受講者は 23 人で あ っ た。 所属別の 内訳 は， 人文学部 2 年生 2 人， 経済学部 2 年生 3 人，
理学部 3 年生 1 人， 工学部 2 年生 14 人， 人文学部科 目 等履修生 3 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は，
中国 11 人， マ レ ー シ ア 8 人， ロ シ ア 2 人， 韓国 l 人， ベ ト ナ ム l 人で あ る 。
「 日 本事情 ffi J の 受講者は 17 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は， 人文学部 2 年生 1 人， 経済学部 2 年生 1 人，
工学部 2 年生 5 人， 工学部 3 年生 2 人， 人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 2 人， 人間発達科
学部聴講生 2 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳は， マ レ ー シ ア 6 人， 中 国 5 人， 韓国 4 人 ， ベ ト ナ ム l 人 ，
ロ シ ア 1 人で あ る 。
3 . 3 コ ーデ ィ ネ ー タ ー と 授業担当者
前学期 は， I 日 本事情 II J の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を加藤扶久美が担当 し ， 学部教員 8 人 (青地正史， 石
原外美， 黒 田重靖， ー小松美英子， 竹内章， 松井隆幸， 山 田茂， 龍世祥) と 非常勤講師 1 人 (稲本裕) と
加藤扶久美が授業を担当 し た。
後学期 は， I 日 本事情 IJ の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を演 由 美和が担当 し ， 学部教員 6 人 (鈴木景二 ， 隅敦 ，
立川健治， 鼓み ど り ， 林夏生， 二村文人) と 非常勤講師 4 人 (桂博子， 三遊亭良楽， 清水星栄， 経津菩
汀) と 漬田美和が授業を担当 し た。
「 日 本事情 ffi J は， 出原節子が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を担当 し ， 学部教員 8 人 (大熊敏之， 神川康子， 久
保田真功， 呉羽長， 島添貴美子， 鼓み ど り ， 堀 田裕弘， 水内豊和) と 非常勤講師 l 人 (彼谷環) と 出原
節子が授業を担当 し た。
3 . 4  授業内容
以下の よ う な テ ー マ で-授業がな さ れ た。
「 日 本事情 IJ
桂 博子 (非常勤講師) I 日 本の 音楽 と 民謡」
三遊亭良楽 (非常勤講師)
清水 星栄 (非常勤講師)
鈴木 景二 (人文学部)
「落語」
「華道」
「富 山 の 歴史 と 観光」
隅 敦 (人間発達科学部) I 日 本か ら 世界へ - Visual Culture の 広が り 」
立川 健治 (人文学部) I 日 本人の身体所作j
鼓 み ど り (人開発達科学部) I 日 本の 美術」
経津 普汀 (非常勤講師) I書道」
林 夏生 (人文学部) I 日 本社会 と 漫画 ・ ア ニ メ 」
二村 文人 (人文学部) I 日 本の伝統芸能」
漬田 美和 (留学生セ ン タ ー) I情報収集 ・ レ ポ ー ト 作成J I ポ ス タ ー作成 ・ 発表」
「 日 本事情 II J
青地 正史 (経済学部)
石原 外美 (工学部)
稲本 裕 (非常勤講師)
黒 田 重靖 (工学部)
「高度経済成長期 の 日 本人」
「 日 本 に お け る 最近の技術者倫理教育」
「漆 ジ ャ パ ン と 各国 の 漆事情J I木育 と 食育」
「 日 本の化学 と 工業」
小松美英子 (大学院理工学部研究部) I 日 本 に生息す る マ リ ン ペ ス ト 」
竹内 章 (理学部) I 日 本の地殻変動 と 海底資源」
松井 隆幸 (経済学部) I 日 本の繊維工業 一 産業用繊維を 中心に し て 一 」
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山 田 茂 (工学部) r ヨ ー ロ ッ パ， ア メ リ カ ， 日 本か ら 中国へ移 る 機械産業の歴史」
龍 世祥 (経済学部) r環 日 本海地域 に お け る 環境協力」
加藤扶久美 (留学生セ ン タ ー) r異文化理解J r異文化体験発表」
「 日 本事情ill J
大熊 敏之 (芸術文化学部) r 日 本の造型」
彼谷 環 (非常勤講師) r 日 本の法律 : 人権状況 と 絡 め て」
神川 康子 (人開発達科学部) r 日 本 の す ま い ・ 住宅事情」
久保 田真功 (人開発達科学部) r 日 本の教育事情」
呉羽 長 (人文学部) r 日 本文学」
島添貴美子 (芸術文化学部) r世界の音の文化/ 日 本の音の文化」
鼓 み ど り (人開発達科学部) r 日 本の美術」
堀 田 裕弘 (工学部) r 日 本 に お け る 情報通信事情」
水内 豊和 (人間発達科学部) r 日 本の 障害児教育」
出原 節子 (留学生セ ン タ ー) r異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」
4 おわ り に
五福 キ ャ ン パ ス の教養教育 に お い て は， r 日 本語」 の授業担当者は， 留学生セ ン タ ー教員 5 人 と 学部
留学生専門教育担当教員 (人文， 経済， 工) 3 人の計 8 人 と ， 長年大学の 日 本語教育 に 関 わ っ て い る 非
常勤講師 1 人 で あ り ， 全員が留学生教育の経験が豊富で， 日 々 留学生の指導 に携わ っ て い る 。
今年度 の 後期 に、 工学部留学生専門教育担当教員が水質保全セ ン タ ー専任教員 と し て転出す る こ と に
な っ た が， 後任教員が欠員 の た め， 計画通 り に授業担当を行 っ た。
入学 し て l 年 目 の 学部正規留学生 を対象 と し た 「 日 本語 AJ で は， 授業を 通 し て 生活上の 指導 ・ 助
言がで き る よ う に ， ま た ， 2 年生以上の留学生を対象 と し た 「 日 本語 BJ で は、 学部の専門性を考慮、 し
た ア ド、パイ ス が で き る よ う に ， 担当教員 が連携 し て， き め細 か い指導を行 っ て い る 。
ま た ， r 日 本事情」 に つ い て も ， セ ン タ ー専任教員 3 人が コ ー デ ィ ネ ー ト し て ， 学部教員等 と の連絡・
調整を し な が ら 授業を進め て い る 。 何か問題があ れ ば， 学部留学生専門教育教員 と も 連携を し て 対処 し
て い る 。
今年度 は高 岡 キ ャ ン パ ス の 芸術文化学部 1 年生が， 前期だ け週に 2 回 シ ャ ト ルパ ス を利用 し ， 五福 キ ャ
ン パ ス 前期間講の 「 日 本語 AlJ (金 2 ) と ， r 日 本語 B3J (水 4 ) を受講 し て単位を取得 し た。 時間割
の 都合で後期 は受講で き な か っ た が， 高岡 キ ャ ン パ ス の 教職員 と 連携 し て 対応で き た と 考え ら れ る 。
今後 の課題 と し て， 高 岡 キ ャ ン パ ス の学生の 日 本語受講 に つ い て の議論が望 ま れ る 。
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